
 
   

 

ゴ
ジ
ラ
御
守
の
授
与 

す
で
に
当
宮
Ｘ(
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

等
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す

が
、
二
月
三
日(

事
前
に
整
理
券
配
布)

よ
り
、
茶
屋
町
の
当
宮
御
旅

社
で
、
ゴ
ジ
ラ
御
守
の
授
与
を
開
始
致
し
ま
す
。 

な
ぜ
、
当
宮
で
ゴ
ジ
ラ
な
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
ま
ず
当

宮
の
氏
子
で
あ
る
、
東
宝
関
西
支
社(
現
在
は
東
京
本
社
と
合
併)

さ
ま
と
は
、
小
林
一
三
翁
の
時
代
よ
り
長
年
親
し
く
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、
当
宮
が
新
し
い
子
供
向
け
の
御
守
を
模
索
し

て
い
た
中
で
、
東
宝
さ
ま
に
ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
東
宝
さ

ま
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ゴ
ジ
ラ
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と

い
う
事
で
ご
縁
が
繋
が
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
五
年(

一
九
九
三)

公
開
の
「
ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
メ
カ
ゴ

ジ
ラ
」
と
い
う
映
画
の
中
で
、
一
瞬
で
す
が
梅
田
・
茶
屋
町

を
ゴ
ジ
ラ
が
歩
い
て
お
り
、
昨
年
十
二
月
で
そ
の
映
画
公
開

か
ら
三
十
年
を
迎
え
た
事
も
一
つ
の
き
っ
か
け
で
し
た
。 

奉
製
に
あ
た
っ
て
は
、
実
際
に
ゴ
ジ
ラ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

を
手
掛
け
ら
れ
た
西
川
伸
司
先
生
に
、
ゴ
ジ
ラ
の
絵
を
描
き

下
ろ
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
京
都
の
伝
統
的
な
織
り
の
技
術

を
も
た
れ
る
職
人
に
お
願
い
致
し
、
い
ち
か
ら
織
り
上
げ
て

頂
い
た
、
当
宮
だ
け
の
唯
一
無
二
の
御
守
で
す
。 

御
守
に
は
、
ゴ
ジ
ラ
の
よ
う
に
困
難
に
遭
っ
て
も
、
立
ち

向
か
い
打
破
し
て
い
く
事
を
祈
念
し
、
困
難
打
破
、
身
体
健

康
、
子
供
愛
護
、
往
来
安
全
を
祈
念
し
て
奉
製
致
し
ま
し
た
。 

 

ゴ
ジ
ラ
御
守 

授
与
の
ご
案
内 

 日 

時 

令
和
六
年 

二
月 

三
日 

十
三
時
か
ら 

 
 

 
 

※
整
理
券
を
当
日
午
前
九
時
頃
か
ら
配
布
し
ま
す 

 
 

 
 

※
二
月
下
旬
以
降
は
土
日
午
後
に
順
次
授
与
の
予
定 

 

場 

所 

大
阪
市
北
区
茶
屋
町
十
二
番
五
号 

綱
敷
天
神
社
御
旅
社(

正
面
階
段
上
の
授
与
所) 

 
 

 
 

 
 

※
神
山
町
の
御
本
社
で
は
授
与
し
て
い
ま
せ
ん 

 

備 

考 

○
ゴ
ジ
ラ
御
守
の
初
穂
料
は
一
体
一
千
円
。 

○
整
理
券
を
当
日
午
前
九
時
頃
か
ら
配
布
し
ま
す 

 

○
初
回(

二
月
三
日) 

授
与
数 

三
百
体 

 
 

 
 

 
 

※
二
月
下
旬
か
ら
順
次
追
加
増
体
の
予
定 

 
 

 
 

○
整
理
券
分
が
出
尽
く
し
次
第
、
受
付
終
了
し
ま
す 

 

ご
注
意 

一
月
十
五
日
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
ご
案
内
し
た
時
点
で
、 

既
に
大
変
な
反
響
を
頂
い
て
お
り
、
二
月
三
日
当
日 

は
相
当
な
混
乱
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
月
下
旬 

以
降
、
順
次
増
体
し
て
参
る
予
定
で
す
の
で
、
お
急
ぎ 

で
な
い
方
は
二
月
下
旬
以
降
の
土
日
で
お
参
り
下
さ 

い
ま
せ
。
な
お
、
順
次
、
奉
製
出
来
が
り
次
第
の
ご
案 

内
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
案
内
は
当
宮
の
Ｘ(

旧
ツ
イ
ッ 

タ
ー)

で
随
時
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 

ゴ
ジ
ラ
御
守
公
式
サ
イ
ト 

下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら 

 

 

菜
種
守
の
授
与 

本
年
も
天
神
さ
ま
と
茶
屋
町
に
縁
深
い
、
菜
の
花
に

因
ん
だ
、
イ
ラ
イ
ラ
封
じ
の
御
守
、
「
菜
種

な

だ

ね

守
ま
も
り

」
を
二
月

二
十
五
日
か
ら
四
月
上
旬
ま
で
の
期
間
限
定
で
授
与
い

た
し
ま
す
。
荒
む
心
を
宥
め
、
気
持
ち
を
明
る
く
す
る
事

を
祈
念
し
た
開
運
の
御
守
で
す
。
茶
屋
町
の
御
旅
社
で

の
み
授
与
致
し
ま
す
。 

※
土
日
十
三
時
～
十
七
時
で
あ
れ
ば
確
実
に
授
与
ご
対
応
可
能
で
す 

 

 

能
登
半
島
地
震 

義
援
金
募
金 

先
月
一
日
、
能
登
半
島
を
中
心
に
発
生
し
た
、
令
和
六

年
能
登
半
島
地
震
に
際
し
、
茶
屋
町
の
当
宮
御
旅
社
に

お
き
ま
し
て
も
義
捐
金
の
為
の
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。 

た
だ
、
過
去
に
義
捐
金
箱
を
設
置
し
た
際
は
泥
棒
被
害

が
相
次
い
だ
経
験
か
ら
、
神
職
が
常
駐
す
る
土
日
午
後

の
み
に
設
置
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

集
め
ら
れ
た
募
金
は
全
額
、
被
災
地
神
社
や
日
本
赤

十
字
社
に
ご
送
金
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
今 
月 

の 

暦 

【
御
旅
社
授
与
所(
茶
屋
町) 

御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

二
月
廿
九
日(
木) 

十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

                

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
二
二
七
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

【
祭
礼
】 

        

【
節
気
】 

      

【
雑
節
】 

              

【
大
安
】 

 
 

 
 

  

【
朔
望
】 

   

【
祝
日
】 

   

【
旬
】 

 

節
分
祭(

三
日) …
立
春
前
日
。
旧
暦
の
お
正
月
頃
。
鬼
や
ら
い 

祈
年
祭(

十
五
日) …
今
年
の
豊
穣
祈
願
。
神
宮
で
は
十
七
日 

梅
花
祭(

廿
五
日)…

菅
原
道
真
公
の
御
命
日 

  

立
春(

四
日)…

冬
が
極
ま
り
春
の
気
配
が
立
つ
頃
。
極
寒
期 

雨
水(

十
九
日)…

雪
が
雨
に
変
わ
る
頃
。
実
際
は
積
雪
真
盛
り 

  

旧
正
月(

十
日)…

旧
暦
の
一
月
一
日
。
春
節
と
も
。 

初
午(

十
二
日)…

お
稲
荷
さ
ん
の
御
縁
日
。
商
売
繁
盛
の
祈
願
日 

二
ノ

午(

廿
四
日)…

お
稲
荷
さ
ん
の
御
縁
日
。
二
番
目
の
午
の
日 

三
ノ

午(

三
月
七
日)…

右
記
に
同
じ
。
三
番
目
の
午
の
日 

  

二
月
三
日
、
九
日
、
十
四
日
、
廿
日
、
廿
六
日 

   

下
弦(

三
日)

、
朔
月(

十
日)

、
上
弦(

十
七
日
、
満
月(

廿
六
日)

、 
   

建
国
記
念
の
日(

十
一
日) 

、
振
替
休
日(

十
二
日) 

天
皇
誕
生
日(

二
十
三
日) 

   

[

野 

菜] 

水
菜
、
春
菊
、
菜
の
花
、
大
根
、
ネ
ギ
、
ふ
き
の
と
う 

[

果 

物] 

イ
チ
ゴ(

温
室)

、
柑
橘
類
、
キ
ウ
イ
、
リ
ン
ゴ 

[

魚
介
類] 

フ
グ
、
サ
ワ
ラ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
ホ
タ
ル
イ
カ 

[

そ
の
他] 

梅
花
、
菜
の
花
、
福
寿
草
、
海
苔 

 

社
報
「
喜
多
埜
」
毎
月
一
日
発
行(

一
月
の
み
元
日
に
特
別
号
、
十
五
日
に
一
月
号
を
発
行) 


